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も原
発
株
主
ら
懸
念

法
務
省
が
検
討
す
る
会
社
法
改
正
の
議
論
に
、
株
主
提
案
権
の

制
限
が
含
ま
れ
て
い
る
。
提
案
権
の
乱
用
を
防
ぎ
、
株
主
総
会
の

手
続
き
を
合
理
化
す
る
目
的
と
い
う
。
た
だ
、
脱
原
発
な
ど
を
要

求
し
て
き
た
電
力
会
社
の
株
主
か
ら
は
「
株
主
の
権
利
が
侵
害
さ

れ
る
の
で
は
」
と
、
懸
念
の
声
が
上
が
る
。
　
（
沢
田
千
秋
）

金
田
勝
年
法
相
は
二
月
、
株

主
提
案
権
の
制
限
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
会
社
法
改
正
を
法
制
審

議
会
（
法
制
審
）
に
諮
問
し

た
。
二
十
六
日
の
第
一
回
会
議

か
ら
検
討
が
始
ま
る
。

株
主
の
提
案
権
乱
用
と
目
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
二
〇
一

二
年
の
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
H
D
）
の
株
主
総
会
で
み

ら
れ
た
。
一
人
の
株
主
が
「
商

号
を
『
野
菜
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
』
へ
変
更
を
求
め
る
」
　
「
オ

フ
ィ
ス
内
の
便
器
は
す
べ
て
和

式
と
し
、
足
腰
を
鍛
錬
し
、
株

価
四
桁
を
目
指
し
て
日
々
ふ
ん

ば
る
」
　
「
取
締
役
の
社
内
で
の

呼
称
は
『
ク
リ
ス
タ
ル
役
』
と

し
、
代
表
取
締
役
社
長
は
代
表

ク
リ
ス
タ
ル
役
社
長
と
呼
ぶ
」

な
ど
百
個
を
提
案
し
た
。

株
主
提
案
が
あ
る
と
、
企
業

は
総
会
の
招
集
通
知
に
提
案
内

容
と
理
由
を
明
記
し
た
り
、
弁

護
士
と
相
談
し
て
想
定
問
答
を

策
定
す
る
な
ど
業
務
が
増
加
す

る
。
企
業
側
は
費
用
の
増
大

や
、
総
会
で
他
の
議
論
の
時
間

が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
負
担
を
問

題
視
し
て
い
る
。

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
の

担
当
者
は
「
本
当
に
議
論
の
必

要
が
あ
る
提
案
な
の
か
、
適
切

に
判
断
す
る
た
め
、
誰
か
ら
見

て
も
納
得
で
き
る
や
り
方
で
、

提
案
件
数
や
提
案
内
容
の
制
限

が
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。

こ
れ
に
対
し
、
電
力
会
社
の

株
主
総
会
で
脱
原
発
な
ど
を
提

案
す
る
団
体
は
二
十
四
日
、
法

制
蕾
に
「
株
主
提
案
は
重
要
な

株
主
の
権
利
。
制
限
で
は
な

く
、
真
の
実
り
あ
る
対
話
を
促

進
す
る
改
善
を
」
と
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
、
審
議
会
の
公

開
も
求
め
た
。
法
務
省
の
担
当

者
は
「
会
社
法
改
正
は
原
発
反

対
の
提
案
を
制
限
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

現
行
の
会
社
法
は
、
総
株
主

の
議
決
権
の
1
％
以
上
か
、
三

百
個
以
上
の
議
決
権
を
六
カ
月

以
上
前
か
ら
所
有
す
る
株
主
に

提
案
権
を
認
め
る
。
「
北
陸
電

力
と
共
に
脱
原
発
を
す
す
め
る

株
主
の
会
」
は
、
「
電
気
事
業

か
ら
原
発
を
除
く
」
な
ど
の
定

款
変
更
を
提
案
し
て
き
た
。
北

陸
電
ば
一
株
約
千
円
で
、
議
決

権
が
あ
る
一
堂
九
は
百
株
。
代

表
の
中
垣
た
か
子
さ
ん
は
「
総

会
に
出
席
す
る
た
め
、
一
人
十

万
円
以
上
出
し
て
議
決
権
を
得

た
。
し
か
し
、
三
万
株
が
必
要

な
提
案
権
の
取
得
は
、
千
株
以

上
持
つ
よ
う
な
株
主
た
ち
の
賛

同
で
実
現
し
た
」
と
話
す
。

現
在
、
賛
同
者
は
百
十
一

人
、
約
十
二
万
六
千
株
に
増
え

た
。
中
垣
さ
ん
は
「
普
段
は
デ

モ
や
集
会
に
来
な
い
け
れ
ど
、

昔
か
ら
株
を
持
ち
、
総
会
で
は

脱
原
発
の
意
思
表
示
を
し
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
も
し

提
案
権
が
制
限
さ
れ
た
ら
、
株

主
の
意
思
を
示
す
機
会
が
奪
わ

れ
る
」
と
懸
念
す
る
。

「
脱
原
発
・
東
電
株
主
運

動
」
世
話
人
の
木
村
結
さ
ん
も

二
九
九
〇
年
代
か
ら
毎
年
、

脱
原
発
を
総
会
で
主
張
し
だ
の

に
、
東
電
は
福
島
原
発
事
故
を

起
こ
し
た
。
野
村
H
D
の
事
例

を
出
し
、
と
ん
で
も
な
い
株
主

が
い
る
と
世
論
を
誘
導
し
て
い

る
が
、
実
は
私
た
ち
の
活
動
を

制
限
し
た
い
の
で
は
な
い
か
」

と
警
戒
す
る
。
「
脱
原
発
へ
！

関
電
株
主
行
動
の
会
」
の
佐
藤

三
恵
さ
ん
は
「
関
雷
の
総
会
で

は
、
大
株
主
の
大
阪
市
や
京
都

市
も
脱
原
発
の
意
思
が
あ
る
の

で
、
全
体
の
三
割
が
私
た
ち
の

提
案
に
賛
成
す
る
こ
と
も
あ

る
。
東
芝
の
よ
う
に
株
主
の
意

見
に
耳
を
貸
さ
ず
独
断
で
突
っ

走
っ
て
失
敗
し
た
例
も
あ
る
。

株
主
を
煙
た
が
る
雰
囲
気
に
非

常
に
危
機
感
が
あ
る
」
と
話
す
。

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
町

田
徹
氏
は
「
株
主
総
会
で
の
嫌

が
ら
せ
や
煩
雑
な
作
業
を
防
ぎ

た
い
企
業
側
の
立
場
は
分
か
る

が
、
今
で
さ
え
、
日
本
の
株
主

案
件
は
海
外
ほ
ど
十
分
に
生
か

さ
れ
て
い
な
い
。
経
済
を
貯
蓄

か
ら
投
資
へ
と
転
換
し
た
い
な

ら
、
提
案
権
の
制
限
は
流
れ
に

逆
行
す
る
」
と
主
張
し
、
逆
に

企
業
に
注
文
を
つ
け
た
。
「
現

状
の
提
案
権
の
乱
用
は
企
業
ご

と
に
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
法
律
が
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て

取
り
締
ま
る
必
要
は
な
い
。
企

業
は
む
し
ろ
、
株
主
の
意
見
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
謙
虚
に

耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
」
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3

2

3

物
は
溶
液
に
し
、
ガ
ラ
ス
と
混

ぜ
て
「
固
化
体
」
に
し
、
地
下

三
百
㍍
以
下
の
地
層
に
埋
め
て

廃
棄
す
る
。
ガ
ラ
ス
を
利
用
す

る
D
ま
、
安
宅
生
N
）
一
高
I
、
勿
賢

た
。
ま
た
、
原
子
力
利
用
の
初

期
の
段
階
で
、
科
学
者
た
ち
が

処
分
を
楽
観
的
に
と
ら
え
て
い

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
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